
定期相談 臨時相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　

勤務時間に制限がある　（理由：　　　　　　　　　　　　　　 )

通勤手段に制限がある　（理由：　　　　　 )

)

福祉職の経験年数 あり　（ 12 年 ）

　（ 年 ）

　（ 年 ）

なし

相談者の希望

可 ）

）

しごと体験　　　　　 施設見学 （ 支援員同行 相談者のみ）

実施なし

）

その他（

介護職員

介護職の経験がなく不安

子育てとの両立が不安

ブランクがあり不安

資格取得について

しごと体験、施設見学について

応募先事業所について

特別養護老人ホーム 介護職員

○介護職経験があるとはいえ、施設の種別によって求められる仕事や働くスタイルは異なり、今回初めてのデ
イサービスということで少しの不安はあった模様。それでも再就職支援講座で最新の介護技術を積極的に学
んだり、職場体験なども活用しながら採用に向け意欲的に取り組んだのが採用へとつながった。

ブランクがあるが再度介護職での勤務を希望する40代女性からの相談（資格有、経験有）
〇ハローワークの定期出張相談に来所。高齢者施設での勤務経験があるが、長く務める中でマネジャー業な
ど責任ある役職に就き、通常業務にスタッフのマネジメント業務も重なった激務から心身を壊してしまった。
〇いったん離職したものの、治療や療養を経てだいぶ落ち着いてきたことから、無理ない形で少しずつの復帰
を希望。経験を活かし特養を中心に探しつつ、夜勤がないデイサービスなども視野に施設見学などを繰り広げ
た。
〇前職時代の知り合いからの情報提供もありデイサービスを見学。興味を持ったことから仕事体験も取り組ん
だ。
〇現場のブランクがあることから、再就職支援講座の情報提供を行い、参加。最新の介護技術を学んだ。

○施設見学、仕事体験を経て、人材センターの紹介で面接。介護現場の経験があること、人当たりもよくスタッ
フたちともうまくやっていけることなどが考慮され、採用に至った。
〇デイサービスの経験はないものの、見学や仕事体験の際丁寧に仕事の流れや働き方を説明していただき、
理解と安心につなげた。

採用となったサービス種別・職種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②職種／特別養護老人ホーム

正職員

(基本給)月 18万円

デイサービス 介護職員

③勤務形態／

⑤賃金／

⑥夜勤／　 

福祉人材センターキャリア支援員　マッチング事例

介護福祉士

介護のしごと再就職支援講座

女性 40代

相談内容

所有資格

相談者

相談場所

無職

①種別／

不可　（理由：

④勤務時間・日数／

⑦その他（  

結果

イベントへの
参加状況

体験・見学の
実施状況

支援内容
（キャリア支援員）

（事業所）



定期相談 臨時相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　

勤務時間に制限がある　（理由：　　　　　　　　　　　　　　 )

通勤手段に制限がある　（理由：　　　　　 )

)

福祉職の経験年数 あり　（ 3 年 ）

　（ 年 ）

　（ 年 ）

なし

相談者の希望

可 ）

）

しごと体験　　　　　 施設見学 （ 支援員同行 相談者のみ）

実施なし

）

福祉人材センターキャリア支援員　マッチング事例

相談者 女性 40代 無職

相談場所

相談内容

介護職の経験がなく不安

子育てとの両立が不安

ブランクがあり不安

資格取得について

しごと体験、施設見学について

応募先事業所について

自分が通勤に使える車を所持していない

その他（

所有資格 社会福祉主事 介護職員実務者研修 調理師

デイサービス 介護職員

イベントへの
参加状況

介護のしごと再就職支援講座

①種別／ 特別養護老人ホーム

⑤賃金／ 不問

⑥夜勤／　 不可　（理由：小学生（2年）の子供がいるため難しい

⑦その他（  

②職種／ 介護職員

③勤務形態／ 正職員 ④勤務時間・日数／

結果

採用となったサービス種別・職種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別養護老人ホーム 介護職員

○見学した事業所に応募し、採用となった。
〇自宅から近いことと夜勤帯が応募を決めた理由。施設も最新設備を整えており、さらに再就職支援講座に参
加し、ブランクがあることからの不安も軽減した。
〇初回面談から採用まで約1ヶ月。

体験・見学の
実施状況

支援内容
（キャリア支援員）

夫の転勤に伴いUターンした40代女性からの相談（資格有、経験有）
○10数年地元から離れていたが、夫の転勤でUターンしてきた。他県でデイサービスを約3年経験したが、レク担
当に苦痛を感じていたため、今後は特別養護老人ホームでの介護職員を希望している。
〇運転免許はあるが、自由に使える車を所持していないため通勤手段は当面、徒歩圏内と制限がある。
〇子供がまだ小学生のため、夜勤は難しい。
〇自宅から徒歩圏内になる事業所に同行見学。
〇ブランクも不安に感じていたことから、再就職支援講座を案内した。

（事業所）

○コロナ禍ではあったが、転入からの日数を確認し、感染予防対策を講じた上で見学に応じ、求人内容と施設内
の案内をした。また、夜勤帯（22時から翌朝7時まで）の説明をし、子供がいても比較的安心に夜勤が可能なこと
を説明した。
〇複数ある事業所のうち、自宅から一番近い事業所への配属が可能であることを説明した。


